
署名済み
交渉中

米国、英国、カナダ、豪州、中国、
フランス、カザフスタン、欧州原子
力共同体（ユーラスト）

締結済み

日本の２国間原子力協定

インド、南アフリカ、トルコ
ヨルダン、ロシア、韓国、ベトナム

週
明
け
の
国
会
は
３
１
日
の
会
期

末
を
控
え
、
特
例
公
債
法
案
と
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
買
い
取
り
法
案
の

採
決
・
成
立
を
め
ぐ
っ
て
ヤ
マ
場
を

迎
え
ま
す
。

２
０
１
１
年
度
予
算
の
財
源
と
な

る
赤
字
国
債
発
行
の
た
め
の
特
例
公

債
法
案
は
、
２
２
日
に
参
院
本
会
議

で
審
議
入
り
し
、
２
４
日
採
決
の
見

通
し
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
１
１
年
度
予
算

は
、
大
企
業
と
大
資
産
家
に
２
兆
円

減
税
を
行
う
一
方
、
社
会
保
障
の
抑

制
と
後
退
に
踏
み
出
す
も
の
だ
と
指

摘
。
特
例
公
債
法
案
に
対
し
「
子
ど

も
手
当
の
廃
止
な
ど
民
主
、
自
民
、

公
明
の
３
党
合
意
で
さ
ら
に
改
悪
し

よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
予
算

に
赤
字
国
債
発
行
は
認
め
ら
れ
な
い
」

（
佐
々
木
憲
昭
衆
院
議
員
）
と
衆
院
で

は
反
対
し
ま
し
た
。

子
ど
も
手
当
廃
止
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
民
自
公
３
党
合
意
の
子
ど
も
手

当
特
別
措
置
法
案
は
、
２
３
日
の
衆

院
厚
生
労
働
委
員
会
で
審
議
さ
れ
る

予
定
。
３
党
は
同
日
中
に
衆
院
で
可

決
し
、
参
院
送
付
の
構
え
で
す
。
現

在
、
中
学
生
以
下
に
一
律
１
万
３
千

円
の
支
給
額
が
１
０
月
か
ら
、「
３
歳

〜
中
学
生
」
は
月
１
万
円
に
減
額
し
、

「
３
歳
未
満
と
第
３
子
以
降
（
３
〜
１

２
歳
）
」
だ
け
は
１
万
５
千
円
と
す
る

内
容
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、「
子
ど
も
手
当
を

政
局
の
取
引
材
料
に
使
っ
て
、
も
て

あ
そ
ぶ
や
り
方
は
、
ま
じ
め
に
子
育

て
支
援
を
考
え
る
態
度
と
は
無
縁
だ
」

（
志
位
和
夫
委
員
長
）
と
批
判
。
大
企

業
と
金
持
ち
減
税
に
は
手
を
付
け
ず
、

家
庭
に
負
担
増
を
押
し
付
け
る
や
り

方
は
許
さ
れ
な
い
と
強
調
し
て
い
ま

す
。

太
陽
光
発
電
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

つ
く
っ
た
電
気
を
電
力
会
社
に
買
い
取
ら
せ
る

法
案
は
、
２
３
日
に
衆
院
経
済
産
業
委
員
会
で

質
疑
・
採
決
が
行
わ
れ
、
参
院
に
送
付
さ
れ
る

見
通
し
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
原
発
か
ら
撤
退
し
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
本
格
的
に
普
及
さ
せ
る
力

と
な
る
と
し
た
上
で
、
電
気
料
金
へ
の
転
嫁
を

抑
制
す
る
た
め
に
、
原
発
推
進
に
使
わ
れ
て
い

る
電
源
開
発
促
進
税
な
ど
を
買
い
取
り
費
用
に

充
て
る
法
案
修
正
を
求
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。ヨ

ル
ダ
ン
と
の
原
子
力
協
定
に
つ
い
て
は
、

民
主
と
自
民
な
ど
が
２
６
日
に
も
衆
院
外
務
委

員
会
で
承
認
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産

党
は
、「
福
島
原
発
事
故
も
収
束
し
て
い
な
い
な

か
、
日
本
か
ら
原
発
を
輸
出
す
べ
き
で
は
な
い
」

（
笠
井
亮
議
員
）
と
批
判
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
８
月
２
１
日(

日)

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

中
東
ヨ
ル
ダ
ン
へ
原
発
輸
出
が
可
能
に
な
る

日
本
ヨ
ル
ダ
ン
原
子
力
協
定
に
つ
い
て
、
民
主
、

自
民
、
公
明
３
党
が
２
６
日
に
も
衆
院
外
務
委

員
会
で
の
承
認
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
福
島
第
１

原
発
事
故
収
束
の
見
通
し
も
立
た
ず
、
事
故
の

全
容
も
解
明
さ
れ
て
い
な
い
な
か
危
険
な
原
発

の
輸
出
な
ど
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
遠
藤
誠
二
）

△

△

△

協
定
は
昨
年
９
月
に
ア
ン
マ
ン
で
署
名
。
原

発
事
故
直
後
の
３
月
３
１
日
、
参
院
本
会
議
で

民
主
、
自
民
、
公
明
な
ど
の
賛
成
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。（
日
本
共
産
党
、
社
民
党
は
反
対
）

信
頼
失
う

し
か
し
、
４
月
１
３
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た

衆
院
外
務
委
員
会
で
の
審
議
・
採
決
は
、
日
本

共
産
党
の
笠
井
亮
議
員
が
「
自
国
の
原
発
の
安

全
性
が
問
わ
れ
て
い
る
。（
原
発
事
故
と
し
て
最

悪
の
）
レ
ベ
ル
７
と
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力

機
関
）
が
発
表
し
た
翌
日
に
こ
ん
な
協
定
を
承

認
し
た
ら
、
国
際
的
な
信
頼
を
決
定
的
に
失
う

だ
け
だ
」
と
反
対
し
、
結
局
、
見
送
り
と
な
り

ま
し
た
。

民
主
、
自
民
は
、
こ
れ
を
む
し
返
し
、
強
引

に
国
会
承
認
を
行
お
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

協
定
は
、
ウ
ラ
ン
の
採
掘
、
軽
水
炉
の
設
計
・

建
設
と
運
転
、
放
射
性
物
質
の
処
分
な
ど
で
日

本
が
ヨ
ル
ダ
ン
に
協
力
す
る
内
容
。
ヨ
ル
ダ
ン

は
同
国
初
と
な
る
原
発
建
設
を
計
画
し
、
三
菱

重
工
と
仏
ア
レ
バ
社
が
共
同
で
売
り
込
ん
で
い

ま
す
。

新
規
市
場

民
主
党
政
権
は
、
新
興
国
に
新
た
な
市
場
を

も
と
め
る
財
界
・
大
企
業
の
意
向
を
受
け
、
原

発
の
海
外
輸
出
を
「
成
長
戦
略
」
の
柱
と
し
て

官
民
一
体
で
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
０

年
に
ベ
ト
ナ
ム
で
の
受
注
が
決
ま
り
、
署
名
済

み
の
ベ
ト
ナ
ム
、
ロ
シ
ア
、
韓
国
に
加
え
、
ト

ル
コ
、
イ
ン
ド
、
南
ア
フ
リ
カ
と
も
協
定
締
結

に
む
け
て
交
渉
中
。
菅
直
人
首
相
は
「
自
ら
ベ

ト
ナ
ム
の
首
相
に
働
き
か
け
、
原
子
力
発
電
施

設
の
海
外
進
出
が
実
現
し
た
」
と
誇
示
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
福
島
原

発
事
故
を
受
け
「
も
う
一
度
、

き
ち
ん
と
し
た
議
論
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
に
き

て
い
る
」
（
７
月
２
１
日
、

参
院
予
算
委
員
会
）
と
見
直

し
に
言
及
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
５
日
決
定
の

政
府
答
弁
書
は
、「
原
発
の

安
全
性
は
一
義
的
に
は
各
国

が
自
国
の
責
任
の
下
で
判
断

す
る
も
の
」
と
無
責
任
な
姿
勢
を
表
明
。「
わ
が

国
の
原
子
力
技
術
に
対
す
る
期
待
は
引
き
続
き

表
明
さ
れ
て
お
り
、
世
界
最
高
水
準
の
安
全
性

を
有
す
る
も
の
を
提
供
し
て
い
く
べ
き
だ
」
と

「
安
全
神
話
」
に
固
執
し
、
原
発
輸
出
を
継
続
し

て
い
く
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
松
本
剛

明
外
相
は
同
日
の
定
例
会
見
で
、「
こ
れ
ま
で
の

外
交
交
渉
の
積
み
重
ね
や
国
家
間
の
信
頼
関
係

に
留
意
し
て
進
め
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
民
主
党
は
「
審
議
入
り
す
る

環
境
が
整
っ
た
」
と
し
て
、
９
日
の
外
務
委
理

事
会
で
審
議
入
り
を
打
ち
出
し
、
自
民
、
公
明

も
同
調
。
日
本
共
産
党
の
反
対
を
押
し
切
っ
て

１
０
日
に
趣
旨
説
明
を
強
行
し
ま
し
た
。

笠
井
議
員
は
「
福
島
原
発
事
故
も
収
束
せ
ず
、

全
国
の
原
発
の
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
（
耐
性
試
験
）

も
終
わ
っ
て
い
な
い
。
相
手
が
ど
う
で
あ
れ
、

日
本
で
安
全
性
も
確
認
で
き
な
い
も
の
を
輸
出

す
る
こ
と
は
絶
対
に
す
べ
き
で
な
い
」
と
批
判

し
て
い
ま
す
。

△

△

△

ヨ
ル
ダ
ン
の
原
発
計
画

首
都
ア
ン
マ
ン
北

４
０
キ
ロ
、
シ
リ
ア
国
境
近
く
の
マ
ジ
ダ
ル
が

建
設
予
定
地
。
当
初
、
紅
海
に
面
し
た
ア
カ
バ

湾
近
隣
に
建
設
す
る
計
画
を
変
更
。
２
０
２
０

年
ま
で
に
発
電
量
１
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
運

転
を
開
始
し
、
合
計
４
基
ま
で
増
設
す
る
計
画

で
す
。
ロ
シ
ア
、
カ
ナ
ダ
の
各
企
業
と
、
三
菱

重
工
・
仏
ア
レ
バ
の
共
同
体
が
受
注
を
狙
っ
て

い
ま
す
。
今
年
１
２
月
に
発
注
先
が
決
ま
る
と

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
国
は
水
資
源
が
少
な

く
、
問
題
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
８
月
２
１
日(

日)

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

芝 和也 Ｅメール info@k-shiba.jp

川西町結崎８６２－７ 0745-43-2415
吉田 容工Ｅメールkatunori_yosida@ybb.ne.jp
田原本町大木１１３－５ 090-5257-4446
森 良子 Ｅメール qfndg008@ybb.ne.jp

田原本町鍵２８１－１ 0744-33-8570
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三宅町屏風４４０－５ 0745-43-2661

特 例 公 債 法 が ヤ マ 場 今
週
の
国
会

子
ど
も
手
当
廃
止
の
動
き
加
速

東
日
本
地
震
へ
の

救
援
募
金
に
ご
協
力
を

日
本
共
産
党
は
被
災
者
の
救
済
・
支
援
の

た
め
に
、
救
援
募
金
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

【
郵
便
振
替
口
座
】

０
０
１
７
０
ー
７
ー
９
８
４
２
２

名
義
は
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
で
す
。

送
金
い
た
だ
く
場
合
は
、
振
替
用
紙
の
通
信

欄
に
、
か
な
ら
ず
、｢

地
震
救
援
募
金｣

で
あ

る
事
を
明
記
し
て
下
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

磯
城
郡
日
本
共
産
党
議
員
団

ヨ
ル
ダ
ン
原
子
力
協
定

財
界
意
向
で
原
発
輸
出

福
島
事
故
さ
な
か
民
自
公
推



対象の子ども ９月分まで １０月分から

０～２歳 １万５千円

中学生 １万円

３歳～１２歳

（小学生まで）
１万３千円

第１子、第２
子１万円

第３子以降１

万５千円

子ども手当の支給（月額）

映
画
『
ひ
ろ
し
ま
』

五
十
八
年
前
に
作
ら
れ
た

幻
の
映
画
『
ひ
ろ
し
ま
』
を

見
て
来
ま
し
た
。
映
画
は
、

原
子
雲
の
下
で
人
々
は
ど
ん

な
状
態
に
置
か
れ
て
い
た
の

か
、
原
爆
を
体
験
し
た
子
ど

も
た
ち
の
日
記
集
「
原
爆
の

子
」
が
原
作
で
す
。

こ
の
映
画
は
、
現
存
す
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
リ
ン
ト
は
国

立
近
代
美
術
館
の
フ
ィ
ル
ム

セ
ン
タ
ー
と
広
島
市
が
所
蔵

す
る
二
本
だ
け
だ
そ
う
で
、

劣
化
を
防
ぐ
た
め
に
こ
れ
ら

オ
リ
ジ
ナ
ル
で
の
上
映
は
め
っ

た
に
な
く
、
今
回
の
よ
う
な

Ｄ
Ｖ
Ｄ
へ
の
コ
ピ
ー
版
で
行

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
今
般
、
「
奇
跡

へ
の
情
熱
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
銘
打
っ
て
、
映
画
『
ひ
ろ

し
ま
』
三
十
五
ミ
リ
版
デ
ジ

タ
ル
マ
ス
タ
ー
（
フ
ィ
ル
ム

の
ゴ
ミ
や
傷
の
修
復
、
音
声

ノ
イ
ズ
除
去
等
を
施
し
、
ニ
ュ
ー

プ
リ
ン
ト
を
焼
く
）
を
作
っ

て
、
全
国
及
び
全
世
界
へ
の

上
映
の
呼
び
掛
け
を
広
く
取

り
組
ん
で
い
く
そ
う
で
す
。

な
か
な
か
壮
大
な
計
画
で
す

が
、
私
も
映
画
を
見
て
大
い

に
こ
の
企
画
に
賛
同
し
成
功

さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

完
成
の
暁
に
は
、
各
地
で
の

上
映
会
も
旺
盛
に
取
り
組
ま

れ
る
事
で
し
ょ
う
。
そ
の
節

は
み
な
さ
ん
に
も
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
の
で
、
是
非
、

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

川
西
町
議
会

議
員

芝

和
也

放
射
能
を
は
か
り
ま

し
た

環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
各
県
庁
所
在
地
の
環
境
放

射
能
水
準
調
査
結
果
を
公
表

し
て
い
ま
す
。

四
月
十
八
日
九
時
か
ら
十

九
日
九
時
ま
で
の
二
十
四
時

間
で
、
和
歌
山
、
岡
山
、
高

知
県
で
ヨ
ウ
素
一
三
一
を
観

測
し
た
こ
と
、
高
知
県
で
は

セ
シ
ウ
ム
一
三
七
も
検
出
し

た
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

奈
良
市
は
「
機
器
調
整
中
」

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
日

か
ら
月
末
ま
で
見
ま
し
た
が

「
不
検
出
」
と
「
機
器
調
整

中
」
ば
か
り
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
四
月
の
月
間
報
告
で

は
奈
良
市
で
ヨ
ウ
素
一
三
一

（
一
〇
ミ
リ
べ
ク
レ
ム
）
セ

シ
ウ
ム
一
三
四
（
四･

七
ミ

リ
ベ
ク
レ
ム
）
セ
シ
ウ
ム
一

三
七
（
四･

五
ミ
リ
ベ
ク
レ

ム
）
を
観
測
し
た
と
公
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
町
の
上
水
道

施
設
ろ
過
泥
と
下
水
道
ろ
過

泥
の
放
射
能
を
調
べ
て
み
ま

し
た
。
結
果
は
、
時
間
当
た

り
〇･

〇
六
マ
イ
ク
ロ
ベ
ク

レ
ム
か
ら
〇･

〇
九
マ
イ
ク

ロ
ベ
ク
レ
ム
で
し
た
。
近
く

の
空
気
中
の
放
射
能
量
と
同

程
度
で
し
た
。
私
も
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
が
、
一
番
安
心
さ

れ
た
の
は
、
固
唾
を
呑
ん
で

見
て
お
ら
れ
た
職
員
の
方
々

で
し
た
。
次
回
は
、
も
う
少

し
広
い
範
囲
を
確
認
し
よ
う

と
お
も
い
ま

す
。

田
原
本
町
議
会
議
員

吉
田

容
工

原
発
問
題
学
習
会

先
日
、
明
日
香
で
開
か
れ

た
原
発
問
題
学
習
会
に
参
加

し
ま
し
た
。

東
京
か
ら
農
民
連
食
品
分

析
セ
ン
タ
ー
の
八
田
所
長
が

来
ら
れ
て
、
わ
か
り
や
す
く

話
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

と
い
っ
て
も
私
に
は
聞
き
慣

れ
な
い
言
葉
が
多
く
、
漠
然

と
し
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
と

い
う
の
が
正
直
な
感
想
で
す
。

テ
レ
ビ
で
よ
く
耳
に
す
る
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
は
、

人
体
が
受
け
た
放
射
線
の
影

響
量
、
ベ
ク
ト
ル
と
は
放
射

線
を
出
す
能
力
の
こ
と
、
そ

し
て
放
射
線
の
種
類
も
ア
ル

フ
ァ
、
ベ
ー
タ
、
ガ
ン
マ
、

エ
ッ
ク
ス
、
中
性
子
な
ど
透

過
力
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
多
く
は
、
農
業

に
た
ず
さ
わ
っ
て
お
ら
れ
る

方
で
、
野
菜
の
こ
と
、
し
い

た
け
の
原
木
の
こ
と
、
肥
料

の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の
質

問
が
次
々
に
と
び
出
し
、
予

定
時
間
も
一
時
間
以
上
の
び

る
な
ど
、
そ
の
真
剣
さ
に
感

心
し
ま
し
た
。

原
発
の
問
題
は
、
今
を
生

き
る
私
た
ち
だ
け
で
な
く
、

人
類
の
未
来
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
だ
か
ら
、

学
習
し
て
し
っ
か
り
考
え
、

行
動
を
し
て
い
か
ね
ば
と
痛

感
し
ま
し
た
。

今
月
の
二

十
七
日
（
土
）
午
後
二
時
か

ら
、
町
民
ホ
ー
ル
で
「
原
発

と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え

る
学
習
会
」
が
開
か
れ
る
の

で
参
加
し
て
、
よ
り
深
く
学

習
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

是
非
、
皆
さ
ん
も

ご
参
加
下
さ
い
。

田
原
本
町
議
会
議
員

森

良
子

子
ど
も
手
当
で
の
ム

ダ
使
い

１
１
年
度
の
通
常
国
会
の

会
期
末
が
迫
る
中
、
民
主
、

自
民
、
公
明
三
党
の
話
し
合

い
で
子
ど
も
手
当
な
ど
の
変

更
で
話
し
合
い
が
つ
き
、
菅

内
閣
後
の
党
首
選
へ
と
進
ん

で
い
ま
す
。

３
党
の
話
し
合
い
で
子
ど

も
手
当
の
支
給
額
を
１
０
月

か
ら
変
更
す
る
た
め
に
、
特

別
措
置
法
案
を
持
ち
回
り
閣

議
で
決
定
し
、
８
月
末
ま
で

の
会
期
末
に
間
に
合
わ
せ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
手
当
の
変
更
で
、

地
方
自
治
体

で
は
シ
ス
テ

ム
の
変
更
が

急
が
れ
ま
す
。

三
宅
町
の
担

当
課
に
聞
い

た
と
こ
ろ
、

「
児
童
手
当

か
ら
子
ど
も

手
当
に
シ
ス

テ
ム
を
変
更
す
る
の
に
３
４

５
万
円
か
か
っ
た
。
今
度
の

シ
ス
テ
ム
変
更
は
ど
の
く
ら

い
か
か
る
か
わ
か
ら
な
い
。
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
４
月
１
日
現
在
の

市
町
村
数
は
１
８
２
０
自
治

体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
ス

テ
ム
の
変
更
に
一
自
治
体
で

１
０
０
万
円
か
か
っ
た
と
し

て
、
１
８
億
２
０
０
０
万
円

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の

経
費
は
地
方
が
持
つ
の
か
、

国
か
持
つ
の
か
は
っ
き
り
し

て
い
ま
せ
ん
。
民
主
党
は
ム

ダ
を
省
く
た
め
に
、
事
業
仕

訳
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

民
自
公
の
密
室
政
治
の
結
果
、

子
ど
も
に
支
給
す
る
手
当
の

変
更
で
無
駄
な
税
金
が
使
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地

方
の
自
治
体
の
こ
と
ま
で
計

算
に
入
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

三
宅
町

池
田

年
夫


